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図の赤線部が差といえる
（差）=asi nA as i ne E
=Ia

（イ （差）が（半波長）×（偶数）なら強め合

t = 2×2m

⇒
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ので

（ウ m=0の点とm=1の点の水の差が間隔となる。
と=m入を変形して
x = a t

m = 0
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続 き｢｢興"薄膜がないときの光路差は
イ と同様に求められ､ と､ に
オ 薄膜部分を拡大すると右図
の

ようにかける。少し斜めにすすんで
ももったいるので､ そ
れによる経路差も 1
あるが、dが小さいことから

52に

"
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無視してよい 斜めであることによる差
⇒無視する。

dの区間について 光路長を考えると
S，はそのままd S2はn倍してnd
差とって←
n d - d

= （11-1）-_-し"けSzからの経路の方が長くなる。

（カ
（二）と（木）の和だけ52の光路長の方が長くなり、
その経路差が0になる点の日開係式をたてると

(I)+（オ） = 0

⇒だいに品
（キ
（カ）を△水について解いて
△ ニーで 1"-1 ᵈー
ーい



1と、続き
n>Iなので（キ）のCは、負、とっかる

に水ででで-_- よって い い-_-、ヶ移動
これだけ移動

※（か～ 図から経路差0の点を追跡できるようになろう、

1①の光路差分をここ
で_する｡
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）の：一
斗が （光路差0）し - . -
のらの晃路長が長い⇒95の塁部で⇒ S，の方が

長くなる経路をとる
1(n-1)dだけ長い） ので△水が負とわかる。

上図のように書けるので△水は負こと）かる

ここで（n-1)dと""" がプラマイ0になるはずなので

end=(n-1)d

1K1=dm一ᵈ
- 1 - 1 （ ケ ）


